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は
じ
め
に
　
茶
を
仙
薬
と
す
る
中
世
日
本
の
資
料
は
、
現
代
ま
で
少
な
か
ら
ず
伝
え
ら
れ
て
い
る
。
称
名
寺（
横
浜
市
金
沢
区
）に
伝
来
し
た「
順
忍
書
状
」（「
金
沢
文
庫
文
書
九
九
四
」）紙
背「
題
未
詳
聖
教
」（
鎌
倉
時
代
の
書
写
。
以
下
、「
題
未
詳
聖
教
」と
略
称
）に
は「
茶
是
仙
薬
也
／
仙
人
所
翫
一
也
然
ニ
天
仙
ニ
可
献
也
／
仍
星
供
等
皆
用
茶
也（
茶
は
仙
薬
で
あ
る
。
仙
人
に
嗜
ま
れ
る
も
の
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が（
茶
を
）天
仙
に
献
上
で
き
る
。（
そ
れ
に
）よ
っ
て
、
星
を
供
養
す
る
な
ど
の
時
に
み
な
茶
を
利
用
す
る
の
で
あ
る
）」と
あ
り
、
茶
は
仙
人
が
嗜
む
仙
薬
で
あ
る
こ
と
、仙
薬
を
天
仙
に
位
置
付
け
ら
れ
る
星
に
献
上
で
き
る
こ
と
が
書
か
れ
て
い
る
。
星
を
茶
で
供
養
す
る
こ
と
に
つ
い
て
は
、
『
覚
禅
鈔
』や『
秘
鈔
口
决
』な
ど
中
世
の
密
教
書
に
も
記
載
さ
れ
て
い
る
が
、
仙
人
が
茶
を
嗜
む
理
由
に
つ
い
て
具
体
的
に
述
べ
ら
れ
た
資
料
は
、
管
見
に
入
っ
て
い
な
い（
１
）。
　
周
知
の
よ
う
に
、
日
本
の
喫
茶
文
化
は
中
国
か
ら
伝
来
し
て
お
り
、
不
老
不
死
の
欲
求
か
ら
構
築
さ
れ
た
仙
人
と
い
う
存
在
も
中
国
の
調
査
報
告
　
一
一
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茶
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―
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秦
漢
時
代
か
ら
盛
ん
に
伝
え
ら
れ
て
き
た
。
日
中
思
想
文
化
交
流
の
観
点
か
ら
見
て
、「
題
未
詳
聖
教
」に
見
え
る
仙
人
と
茶
は
、
中
国
の
思
想
文
化
と
ど
の
よ
う
な
関
係
を
持
っ
て
い
る
だ
ろ
う
か
。
前
稿
で
は
、「
題
未
詳
聖
教
」と『
秘
鈔
口
决
』「
茶
供
事
」と
対
照
し
な
が
ら
、
「
天
仙
」に
位
置
付
け
ら
れ
る「
星
」を
茶
で
供
養
す
る
理
論
に
つ
い
て
初
歩
的
な
考
察
を
加
え
、
こ
の
理
論
の
背
後
に
は
イ
ン
ド
の
苦
行
仙
人
像
を
包
摂
し
た
密
教
の
仙
人
観
と
、
日
本
の
山
岳
信
仰
に
関
わ
り
の
深
い
仙
人
へ
の
認
識
が
あ
る
こ
と
を
指
摘
し
た
（
２
）。
本
稿
で
は
、
中
国
に
お
け
る
仙
人
観
に
論
を
起
こ
し
、
山
林
と
宗
教
と
の
関
わ
り
か
ら「
題
未
詳
聖
教
」の「（
茶
は
）仙
人
の
翫
ぶ
所
な
り
」と
い
う
文
言
が
編
み
出
さ
れ
た
背
景
に
つ
い
て
、
考
え
る
こ
と
に
し
た
い
。
　
　
　
　
一
、
山
林
と
宗
教
　
中
国
で
は
、
古
く
か
ら
仙
人（
僊
人
）へ
の
信
仰
が
あ
っ
た
。『
漢
書
』巻
二
五「
郊
祀
志
」に
よ
れ
ば
、
成
帝（
在
位
前
三
二
～
前
七
）の
時
、
僊
人
の
祠
を
含
め
て
合
わ
せ
て
六
八
三
箇
所
に
祠
が
あ
り
、
後
漢
時
代
の
成
立
と
さ
れ
る『
列
仙
伝
』（
３
）に
登
場
す
る
仙
人
に
も
、
祠
の
あ
る
者
が
多
い（
４
）。
　
そ
も
そ
も「
僊
」は「
仙
」の
古
い
字
体
と
さ
れ
て
い
る
。
こ
の「
僊
」の
字
に
つ
い
て
、
後
漢
・
許
慎
の『
説
文
解
字
』は「
長
生
僊
去（
長
生
き
し
て
う
つ
る
）」（
八
篇
上
）と
解
釈
し
て
い
る
。『
説
文
解
字
』に
は「
仙
」の
字
が
見
え
な
い
が
、「
仙
」の
異
体
字
で
あ
る「
」に
つ
い
て
は
、「
人
在
山
上
貌（
人
が
山
の
上
に
い
る
様
子
）」（
同
）と
説
明
し
て
い
る
。
一
方
で
、
後
漢
末
の
劉
煕
が
撰
述
し
た『
釈
名
』に
は「
僊
」
の
字
が
見
え
な
い
が
、「
仙
」に
つ
い
て
、本
書
巻
三「
釈
長
幼
第
十
」は「
遷
」の
字
を
取
り
上
げ
て「
老
、朽
也
。
老
而
不
死
曰
仙
。
仙
、遷
也
。
遷
入
山
也
。
故
其
制
字
人
旁
作
山
也
（
老
は
朽
ち
る
と
い
う
意
味
で
あ
る
。
老
い
て
死
な
な
い
こ
と
を
仙
と
い
う
。
仙
は
遷
る
と
い
う
意
味
で
あ
る
。
山
に
遷
り
入
る
。
だ
か
ら
そ
の
文
字
は
人
偏
に
山
を
書
く
の
で
あ
る
）」と
述
べ
て
い
る
。
以
上
の
字
書
の
説
明
と
、『
列
仙
伝
』
― 227 ―
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に
は
山
中
に
住
む
仙
人
の
話
が
多
く
収
録
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
元
来「
僊
人
」は
不
死
の
者
と
認
識
さ
れ
、
遅
く
と
も
後
漢
時
代
か
ら
、
「
仙
」の
字
の
使
用
と
と
も
に
山
に
住
む
者
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
が
強
く
な
っ
て
い
っ
た
と
考
え
ら
れ
る（
５
）。
　
時
代
は
下
る
が
、
神
仙
術
を
大
成
し
た
東
晋
・
葛
洪
の『
抱
朴
子
』「
論
仙
篇
」に
は『
仙
経
』の
文
と
し
て「
上
士
挙
形
昇
虚
。
謂
之
天
仙
。
中
士
遊
於
名
山
。
謂
之
地
仙
。
下
士
先
死
後
蛻
。
謂
之
尸
解
仙
（
上
士
は
空
を
飛
ん
で
虚
空
に
昇
る
。
こ
れ
を
天
仙
と
い
う
。
中
士
は
名
山
に
遊
ぶ
。
こ
れ
を
地
仙
と
い
う
。
下
士
は
ま
ず
死
ん
で
、
後
で
蝉
の
よ
う
に
殻
か
ら
抜
け
出
る
。
こ
れ
を
尸
解
仙
と
い
う
）」と
い
う
記
述
を
挙
げ
て
い
る
。
こ
こ
で
仙
人
が
三
種
類
に
分
類
さ
れ
、
名
山
に
遊
ぶ
地
仙
は
天
仙
の
境
地
に
至
ら
な
い
者
と
さ
れ
て
い
る
が
、
同「
金
丹
篇
」は『
丹
経
』の
文
と
し
て「
昇
仙
之
要
、
在
神
丹
也（
昇
仙
の
要
点
は
神
丹
に
あ
る
）」と
い
う
記
述
を
引
用
し
、
丹
薬
を
作
成
す
る
た
め
に「
名
山
」に
入
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
繰
り
返
し
述
べ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
山
林
と
地
仙
は
む
し
ろ『
抱
朴
子
』な
い
し
は
当
時
の
仙
道
修
行
者
に
と
っ
て
重
要
な
意
味
を
持
っ
て
い
た
と
推
察
さ
れ
よ
う（
６
）。
　
仏
教
に
お
い
て
も
、
山
は
重
要
な
意
味
を
持
っ
て
い
る
。
梵
語
に
は
「ara n
4ya
」
と
い
う
語
が
あ
り
、「
阿
蘭
若
」
と
音
写
さ
れ
、
森
林
（
原
野
や
荒
地
を
含
む
）と
い
う
の
が
原
義
で
あ
る
が
、
修
行
僧
の
修
行
す
る
場
所
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
そ
の
住
む
庵
・
小
房
の
意
味
に
も
転
じ
た
（
７
）。
こ
こ
で
注
目
し
た
い
の
は
、
中
国
の
僧
伝
に
登
場
す
る
不
思
議
な
力
を
持
つ
僧
侶
の
多
く
が
山
林
に
止
住
す
る
と
伝
え
ら
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
後
に
詳
述
す
る
が
、
慧
皎（
四
九
七
～
五
五
四
）の『
高
僧
伝
』（『
大
正
蔵
』巻
五
〇
所
収
）巻
九
や『
晋
書
』巻
九
五「
芸
術
伝
」な
ど
の
資
料
に
は
、
羅
浮
山（
広
東
省
増
城
北
東
部
）に
止
住
し
た
一
日
七
百
里
も
歩
け
る
単
道
開
の
伝
記
が
収
録
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
道
宣（
五
九
六
～
六
六
七
）の『
続
高
僧
伝
』（『
大
正
蔵
』巻
五
〇
所
収
）巻
二
五「
慧
宝
伝
」に
は
、
北
斉
の
慧
宝
が
道
に
迷
い
、山
中
で
後
漢
時
代
か
ら
生
き
て
き
た「
神
異
」な
る「
山
僧
」に
出
会
っ
た
話
が
見
え
て
い
る（
六
四
九
上
～
中
）（
８
）。同「
円
通
伝
」に
は
、
唐
の
円
通
が
鼓
山
の
中
に
あ
る
と
伝
え
ら
れ
る
竹
林
寺
に
辿
り
着
き
、賓
頭
盧（
十
六
羅
漢
の
一
人
。世
に
止
住
す
る
神
通
力
を
持
つ
聖
者
）
に
会
っ
た
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る（
六
四
七
下
～
六
四
八
下
）（
９
）。
道
宣
の
説
に
よ
れ
ば
、
鼓
山
は「
鄴（
河
北
省
臨
漳
西
南
部
）」の
西
北
― 228 ―
に
位
置
す
る「
神
人
」の
住
処
で
あ
っ
た
と
い
う（
六
四
八
下
）。
ま
た
同
じ
道
宣
が
撰
述
し
た『
集
神
州
三
宝
感
通
録
』（『
大
正
蔵
』巻
五
二
所
収
）に
は
、「
神
僧
」は「
山
内
」の
聖
寺（
巻
下
。
四
三
一
上
）に
住
む
と
さ
れ
て
い
る（
10
）。
　
山
林
に
住
む
神
通
力
を
持
つ
人
物
は
、密
教
経
典
に
も
登
場
す
る
。
本
稿
冒
頭
に
言
及
し
た『
秘
抄
口
决
』「
茶
供
事
」は
、不
空（
七
〇
五
～
七
七
四
）が
訳
し
た『
仏
母
大
孔
雀
明
王
経
』（『
大
正
蔵
』巻
一
九
所
収
）を
引
用
し
、
仙
人
と
星
と
の
関
係
を
述
べ
て
茶
供
の
理
論
を
裏
付
け
よ
う
と
し
て
い
る
。
茶
に
関
す
る
記
述
は
見
当
た
ら
な
い
が
、『
仏
母
大
孔
雀
明
王
経
』巻
下
で
は
神
通
力
を
持
つ「
大
仙
人
」「
仙
人
」
「
大
仙
」が「
或
住
山
河
或
居
林
藪（
あ
る
い
は
山
林
に
住
み
、
あ
る
い
は
林
藪
に
住
む
）」（
四
三
七
中
）と
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
類
本
で
あ
る
僧
伽
婆
羅（
四
六
〇
～
五
二
四
）訳『
孔
雀
王
呪
経
』（
同
）巻
下
に
は「
仙
人
」「
大
仙
人
」が「
常
住
江
河
山
林（
い
つ
も
江
河
・
山
林
に
住
む
）」（
四
五
七
中
～
下
）と
あ
り
、
義
浄（
六
三
五
～
七
一
三
）訳『
仏
説
大
孔
雀
呪
王
経
』（
同
）巻
下
に
は「
大
仙
人
」「
仙
人
」「
大
仙
」が
「
或
住
江
河
山
林
池
沼（
あ
る
い
は
江
河
・
山
林
・
池
沼
に
住
む
）」（
四
七
四
中
～
下
）と
あ
る
。
ま
た
、
失
訳（
東
晋
・
帛
尸
梨
蜜
多
羅
訳
と
比
定
）『
大
金
色
孔
雀
王
呪
経
』（
同
）と
、失
訳（
帛
尸
梨
蜜
多
羅
訳
と
比
定
）『
仏
説
大
金
色
孔
雀
王
呪
経
』（
同
）に
も「
神
仙
」「
大
仙
」
が「
住
止
山
林（
山
林
に
止
住
す
る
）」（
四
七
八
中
・
四
八
〇
中
）と
あ
る（
11
）。
こ
う
し
た
テ
キ
ス
ト
に
お
い
て
山
林
に
住
む
神
通
力
を
持
つ
者
が
「
大
仙
人
」「
仙
人
」「
大
仙
」「
神
仙
」
と
漢
訳
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
は
、
密
教
の
仙
人
像
と
中
国
で
生
ま
れ
た
仙
人
像
に
は
一
致
す
る
部
分
が
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
　
　
　
　
二
、
山
林
の
「
道
士
」
と
茶
　
神
仙
思
想
か
ら
錬
丹
術
、
そ
し
て
中
国
に
伝
わ
る
仏
教
と
密
教
が
い
ず
れ
も
山
林
と
密
接
な
関
係
を
有
す
る
こ
と
は
、
右
に
述
べ
た
通
り
で
あ
る
が
、
本
稿
冒
頭
に
述
べ
た
よ
う
に
、
中
世
日
本
の
密
教
僧
侶
が
認
識
す
る
茶
を
供
物
と
す
る
星
供
の
理
論
に
も
、
山
岳
信
仰
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に
関
わ
り
の
深
い
仙
人
へ
の
認
識
が
介
在
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
実
際
、
中
世
に
成
立
し
た
複
数
の
霊
山
縁
起
は
、
仙
人
と
そ
の
飲
食
に
言
及
し
て
い
る
（
12
）。
し
か
し
残
念
な
こ
と
に
、
こ
う
い
っ
た
霊
山
縁
起
に
見
え
る
仙
人
の
飲
食
物
に
は
茶
を
確
認
で
き
な
か
っ
た
。
こ
こ
で
は「
題
未
詳
聖
教
」の
資
料
的
性
質
か
ら
、
茶
と
仙
人
と
の
関
係
に
つ
い
て
考
え
て
み
た
い
。
そ
も
そ
も
本
稿
冒
頭「
題
未
詳
聖
教
」の
引
用
の
直
前
に
は
、
酒
が
な
け
れ
ば
代
わ
り
に
茶
を
利
用
す
る
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る（
13
）。
こ
の
よ
う
な
表
現
は
同
じ
称
名
寺
所
蔵「
大
黒
天
神
」（「
称
名
寺
聖
教
」三
二
〇
函
―
九
〇
）な
ど
に
も
見
ら
れ
、「
題
未
詳
聖
教
」と
の
相
関
が
認
め
ら
れ
る（
14
）。
酒
の
代
用
品
と
し
て
の
茶
と
い
う
考
え
方
は
、
茶
の
生
産
と
流
通
が
一
般
化
し
て
い
る
こ
と
を
前
提
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
た
め
、
鎌
倉
末
期
を
俟
た
な
け
れ
ば
な
ら
な
い（
15
）。
し
か
し
、
大
黒
天
の
祭
祀
に
酒
の
代
わ
り
に
茶
を
利
用
す
る
と
い
う
作
法
は
、
早
く
皇
慶（
九
七
七
～
一
〇
四
九
）の『
谷
記
』に
も
記
さ
れ
て
い
た
よ
う
で
あ
る（
16
）。
当
時
の
日
本
で
は
茶
が
ま
だ
流
通
し
て
い
な
か
っ
た
こ
と
か
ら
、
こ
の
作
法
は
皇
慶
の
時
代
に
考
案
さ
れ
た
も
の
と
は
考
え
が
た
く
、
日
本
の
実
情
に
合
わ
せ
る
こ
と
な
く
中
国
の
情
報
を
そ
の
ま
ま
記
し
た
と
考
え
ら
れ
て
い
る（
17
）。
す
る
と
、「
大
黒
天
神
」と
の
関
係
が
見
ら
れ
る「
題
未
詳
聖
教
」に
記
さ
れ
た
仙
人
が
茶
を
嗜
む
と
い
う
文
言
も
、
皇
慶
の
生
き
た
平
安
時
代
以
前
の
中
国
資
料
に
出
典
が
あ
る
と
い
う
可
能
性
が
提
起
さ
れ
る
。
以
下
、日
中
思
想
文
化
交
流
の
観
点
か
ら
、
「
題
未
詳
聖
教
」に
見
え
る
文
言
の
思
想
的
土
台
と
な
り
う
る
数
例
に
つ
い
て
論
じ
て
み
た
い
。
（
一
）「
道
士
」
丹
丘
子
　
ま
ず
注
目
し
た
い
の
は
、陸
羽（
七
三
三
～
八
〇
四
）の『
茶
経
』巻
下「
七
之
事
」の
記
述
で
あ
る
。「
七
之
事
」冒
頭
に
は
、「
黄
山
君
」と「
丹
丘
子
」は
茶
を
利
用
す
る
漢
代
の「
仙
人
」と
あ
る（
18
）。「
黄
山
君
」は
、
陸
羽
が
陶
弘
景（
四
五
六
～
五
三
六
）撰
と
称
す
る『
雑
録
』か
ら
引
か
れ
た
も
の
で
あ
る
が
、『
雑
録
』と
い
う
書
物
は
未
詳
で
あ
る
。黄
山
君
と
い
う
名
は
葛
洪
の『
神
仙
伝
』巻
一
〇（『
増
訂
漢
魏
叢
書
』所
収
）
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や
唐
・
王
懸
河
の『
三
洞
珠
嚢
』巻
三「
服
食
品
」所
引
の
陶
弘
景『
真
誥
』（
19
）な
ど
の
神
仙
・
道
教
関
係
の
資
料
に
も
記
載
さ
れ
て
い
る
が
、
茶
と
の
関
わ
り
は
見
出
せ
な
い
。
一
方
、「
丹
丘
子
」も『
茶
経
』所
引『
雑
録
』に
見
ら
れ
る
が
、
同
じ『
茶
経
』に
引
か
れ
た『
神
異
記
』で
は
瀑
布
山
の
大
茗
の
所
有
者
で
あ
り
、
後
に
虞
洪
の
祭
祀
を
受
け
た
者
と
し
て
描
写
さ
れ
て
い
る
。
余
姚
人
虞
洪
、入
山
採
茗
、遇
一
道
士
、牽
三
青
牛
。
引
洪
至
瀑
布
山
、曰「
吾
丹
丘
子
也
。
聞
子
善
具
飲
、常
思
見
恵
。
山
中
有
大
茗
、
可
以
相
給
。
祈
子
他
日
有
甌
之
余
、
乞
相
遺
也
」。
因
立
奠
祀
。
後
常
令
家
人
入
山
、
獲
大
茗
焉
。
余
姚（
浙
江
省
余
姚
）の
人
の
虞
洪
が
山
に
入
り
、
茗
を
採
っ
て
い
る
時
に
、
三
頭
の
青
牛
を
引
い
て
い
る
一
人
の
道
士
に
出
会
っ
た
。
（
道
士
は
）虞
洪
を
瀑
布
山（
20
）に
連
れ
て
行
く
と
、「
私
は
丹
丘
子
で
す
。
あ
な
た
が
う
ま
く
飲
料
を
作
れ
る
の
を
聞
い
て
、
い
つ
も
恵
ん
で
も
ら
い
た
い
と
思
っ
て
い
ま
し
た
。
山
の
中
に
は
大
茗
が
あ
り
、
あ
な
た
に
差
し
上
げ
て
も
構
い
ま
せ
ん
。
い
つ
か
少
し
で
も
あ
な
た
が
入
れ
た
お
茶
の
残
り
が
あ
れ
ば
、私
に
く
だ
さ
い
」と
言
っ
た
。
こ
う
し
て
、虞
洪
は
祠
を
立
て（
、祭
祀
を
は
じ
め
）た
。
そ
の
後
、
い
つ
も
家
族
に
山
に
入
ら
せ
、
大
茗
を
手
に
入
れ
た
。
　
丹
丘
子
が
茶
を
嗜
む
と
い
う
こ
と
は
、「
題
未
詳
聖
教
」に
見
え
る「（
茶
は
）仙
人
の
翫
ぶ
所
な
り
」と
い
う
文
言
と
共
通
し
て
い
る
。
こ
の
丹
丘
子
の
話
は「
七
之
事
」の
み
な
ら
ず
、『
茶
経
』巻
中「
四
之
器
」、『
太
平
寰
宇
記
』巻
九
八「
台
州
」、『
太
平
広
記
』巻
四
一
二「
茶 
」、
『
太
平
御
覧
』巻
八
六
七「
茗
」や『
嘉
定
赤
城
志
』巻
二
一「
天
台
」な
ど
に
も
ほ
ぼ
同
じ
内
容
の
も
の
が
見
ら
れ
る
。
さ
ら
に
陸
羽
と
親
交
の
あ
る
皎
然
の「
飲
茶
歌
誚
崔
石
使
君
」詩
、「
飲
茶
歌
送
鄭
容
」詩
も
丹
丘
の
羽
人
と
茶
の
関
係
に
言
及
し
て
い
る（
21
）こ
と
よ
り
、『
茶
経
』
が
成
書
し
た
中
唐
期
以
来
、丹
丘
と
茶
を
め
ぐ
る
伝
説
の
流
行
が
窺
わ
れ
る
。
な
お
、こ
の
記
事
が『
嘉
定
赤
城
志
』（
浙
江
省
台
州
の
地
誌
）
に
収
録
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
多
く
の
入
唐
・
入
宋
僧
が
訪
れ
た
天
台
山
の
所
在
す
る
台
州
で
丹
丘
子
と
茶
の
伝
説
が
生
ま
れ
、
そ
こ
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か
ら
広
ま
っ
て
い
た
こ
と
も
推
測
で
き
よ
う
。
興
味
深
い
の
は
、『
茶
経
』に
見
え
る『
神
異
記
』の
記
述
を
は
じ
め
、『
太
平
寰
宇
記
』『
太
平
広
記
』『
太
平
御
覧
』『
嘉
定
赤
城
志
』に
引
用
さ
れ
た『
神
異
記
』に
見
え
る
丹
丘
子
は
い
ず
れ
も「
道
士
」と
な
っ
て
お
り
、
陸
羽
が
言
う「
仙
人
」で
は
な
い
。
換
言
す
れ
ば
、『
神
異
記
』に
見
え
る
丹
丘
子
の
記
事
は
、
山
林
の
道
士
の
喫
茶
例
と
し
て
長
く
伝
わ
っ
て
い
た
と
も
考
え
う
る
の
で
あ
る
。
　
「
道
士
」と
い
う
呼
称
に
つ
い
て
、
唐
・
道
世
の『
法
苑
珠
林
』（『
大
正
蔵
』巻
五
三
所
収
）巻
五
五
に
は『
姚
書
』の
文
と
し
て「
始
乎
漢
魏
終
曁
符
姚
、
皆
号
衆
僧
以
為
道
士（
漢
魏
か
ら
符
姚（
前
秦
・
後
秦
時
代
）に
至
る
ま
で
、
み
な
僧
侶
を「
道
士
」と
称
す
る
）」（
七
〇
四
上
）
と
い
う
記
述
を
引
用
し
て
い
る
。
ま
た『
高
僧
伝
』や
魏
晋
南
北
朝
時
代
の
小
説
に
も
僧
侶
を「
道
士
」と
称
す
る
例
が
見
ら
れ
、
魏
晋
南
北
朝
時
代
に
お
け
る
道
士
と
僧
侶
の
称
呼
上
の
使
い
分
け
は
、
必
ず
し
も
厳
密
で
は
な
い
よ
う
で
あ
る
（
22
）。『
神
異
記
』
は
西
晋
の
道
士
・
王
浮
の
作
と
さ
れ
て
お
り
（
23
）、
こ
れ
は
丹
丘
子
に
関
す
る
記
事
が
「
道
士
」
と
い
う
名
称
の
使
い
分
け
が
曖
昧
な
時
期
に
な
さ
れ
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。「
丹
丘
」は
、『
楚
辞
』「
遠
遊
」や
孫
綽（
三
一
四
～
三
七
一
）の「
遊
天
台
山
賦
并
序
」に
お
い
て
羽
人（
仙
人
）が
住
む
場
所
と
さ
れ
て
い
る
（
24
）。
こ
う
し
た
羽
人
が
丹
丘
に
住
む
と
い
う
記
述
よ
り
、『
神
異
記
』に
登
場
す
る「
道
士
」丹
丘
子
は
、
直
ち
に
道
教
教
団
に
所
属
す
る
道
士
と
断
言
で
き
な
く
て
も
、
僧
侶
と
は
見
な
し
が
た
く
、
む
し
ろ
山
林
に
住
む
仙
道
修
行
者
と
し
て
描
か
れ
て
い
た
可
能
性
が
高
い
だ
ろ
う
。
こ
こ
で
は
丹
丘
子
が
山
林
に
現
れ
る
こ
と
、「
大
茗
」が
山
林
に
生
育
す
る
と
さ
れ
る
こ
と
に
注
目
し
て
お
き
た
い
。
（
二
）
単
道
開
の
神
仙
的
性
格
　
も
う
一
つ「
道
士
」の
喫
茶
例
を
見
て
み
よ
う
。『
晋
書
』巻
九
五「
芸
術
伝
」に
は
、
丹
丘
子
と
同
じ「
道
士
」と
呼
ば
れ
る
単
道
開
と
茶
に
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つ
い
て
の
記
述
が
見
ら
れ
る
。『
晋
書
』に
見
え
る
単
道
開
の
記
事
は『
茶
経
』巻
下「
七
之
事
」に
も
引
用
さ
れ
て
お
り
、
中
国
喫
茶
文
化
史
に
お
い
て
も
有
名
な
資
料
で
あ
る
。
　
『
茶
経
』が
成
書
し
た
中
唐
期
以
前
の
単
道
開
伝
と
し
て
は
、
慧
皎
の『
高
僧
伝
』巻
九（
三
八
七
中
～
下
）、
道
宣
の『
集
神
州
三
宝
感
通
録
』巻
下（
四
三
三
上
）と
道
世
の『
法
苑
珠
林
』巻
一
九
・
二
七
・
四
六
の
記
事
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
る
。『
法
苑
珠
林
』巻
一
九
の
単
道
開
に
関
す
る
記
述（
四
二
八
中
）は『
集
神
州
三
宝
感
通
録
』の
内
容
と
ほ
ぼ
一
致
し
、巻
二
七
は「
冥
祥
記
」（
劉
宋
・
王
琰
が
撰
述
し
た
志
怪
小
説
）、
巻
四
六
は「
梁
高
僧
伝
録
」に
よ
る
と
明
記
し
て
い
る（
四
八
五
上
・
六
四
二
上
～
下
）。
以
下
、『
晋
書
』「
芸
術
伝
」に
見
え
る
単
道
開
の
記
事
と
、
右
に
取
り
上
げ
た
諸
資
料
と
併
せ
て
見
て
い
き
た
い
。
な
お
便
宜
上
、「
芸
術
伝
」の
記
事
を
数
段
落
に
分
け
、
通
し
番
号
を
付
け
、
後
に
再
び
引
用
す
る
場
合
は
通
し
番
号
の
み
掲
げ
る
こ
と
と
す
る
。
①
単
道
開
、
敦
煌
人
也
。
常
衣
粗
褐
、
或
贈
以
繒
服
、
皆
不
著
。
不
畏
寒
暑
、
昼
夜
不
臥
。
恒
服
細
石
子
、
一
呑
数
枚
、
日
一
服
。
或
多
或
少
。
好
山
居
、
而
山
樹
諸
神
見
異
形
試
之
、
初
無
懼
色
。
 
単
道
開
、
敦
煌（
甘
粛
省
北
西
部
）の
人
。
い
つ
も
粗
末
な
衣
を
着
て
お
り
、
絹
の
服
を
与
え
ら
れ
て
も
、
い
ず
れ
も
着
な
か
っ
た
。
寒
さ
も
暑
さ
も
畏
れ
ず
、
昼
も
夜
も
寝
な
か
っ
た
。
い
つ
も
細
石
子
を
服
用
し
、
一
度
に
数
個
飲
み
、
一
日
一
回
服
用
し
て
い
た
。
量
は
多
い
時
も
少
な
い
時
も
あ
っ
た
。
山
に
住
む
こ
と
を
好
ん
で
お
り
、
山
や
樹
の
神
々
が
異
形
で
現
れ
て
彼
を
試
そ
う
と
し
た
が
、
初
め
か
ら
恐
れ
る
様
子
は
な
か
っ
た
。
②
石
季
龍
時
、
従
西
平
来
。
一
日
行
七
百
里
。
其
一
沙
弥
年
十
四
、
行
亦
及
之
。
 
石
季
龍（
石
虎
。
在
位
三
三
四
～
三
四
九
）の
世
に
西
平（
青
海
省
北
東
部
）か
ら
や
っ
て
き
た
。
一
日
七
百
里
歩
い
て
い
た
。
一
人
の
十
四
歳
の
沙
弥
が
彼
に
追
い
つ
く
こ
と
が
で
き
た
。
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③
至
秦
州
、
表
送
到
鄴
。
季
龍
令
仏
図
澄
与
語
、
不
能
屈
也
。
初
止
鄴
城
西
沙
門
法
綝
祠
中
、
後
徙
臨
漳
昭
徳
寺
。
於
房
内
造
重
閤
、
高
八
九
尺
。
於
上
編
菅
為
禅
室
、
常
坐
其
中
。
 
秦
州（
甘
粛
省
南
東
部
）に
至
り
、（
秦
州
刺
史
が
）上
表
し
て
彼
を
鄴
に
送
っ
た
。
石
虎
は
仏
図
澄
に
命
じ
て
弁
論
さ
せ
た
が
、
彼
を
屈
服
す
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。
最
初
は
鄴
の
西
の
法
綝
の
祠
に
住
ん
だ
が
、
後
に
臨
漳（
河
北
省
臨
漳
）の
昭
徳
寺
に
移
っ
た
。
僧
房
の
中
で
何
層
も
の
楼
閣
を
造
り
、
高
さ
は
八
、九
尺
も
あ
っ
た
。
そ
の
上
に
菅
を
編
み
、
禅
室
を
造
り
、
い
つ
も
そ
の
中
で
座
っ
て
い
た
。
④
季
龍
資
給
甚
厚
、
道
開
皆
以
施
人
。
人
或
来
諮
問
者
、
道
開
都
不
答
。
 
石
虎
は
と
て
も
手
厚
い
経
済
的
援
助
を
与
え
た
が
、
彼
は
そ
れ
す
べ
て
他
の
人
に
施
し
た
。
彼
に
質
問
し
て
来
る
人
は
い
た
が
、
一
切
答
え
な
か
っ
た
。
⑤
日
服
鎮
守
薬
数
丸
。
大
如
梧
子
、
薬
有
松
蜜
姜
桂
伏
苓
之
気
。
時
復
飲
荼
蘇
一
二
升
而
已
。
 
日
に
数
錠
の
鎮
守
薬
を
飲
ん
で
い
た
。
そ
の
薬
は
ア
オ
ギ
リ
の
種
の
よ
う
な
大
き
さ
で
、
松
・
蜜
・
薑
・
桂
・
伏
苓
の
匂
い
が
し
た
。
時
に
そ
れ
と
一
、二
升
ぐ
ら
い
の
荼
蘇
だ
け
を
服
用
し
て
い
た
。
⑥
自
云
能
療
目
疾
。
就
療
者
頗
験
。
視
其
行
動
、
状
若
有
神
。
 
自
ら
目
の
病
を
治
療
で
き
る
と
言
っ
て
い
た
。
彼
の
と
こ
ろ
に
や
っ
て
来
て
治
療
を
受
け
た
人
々
は
大
変
効
果
が
得
ら
れ
た
。
そ
の
行
動
を
見
る
と
、
ま
る
で
神
が
い
る
か
の
よ
う
で
あ
っ
た
。
⑦
仏
図
澄
曰「
此
道
士
観
国
興
衰
。
若
去
者
、
当
有
大
乱
」。
及
季
龍
末
、
道
開
南
渡
許
昌
。
尋
而
鄴
中
大
乱
。
 
仏
図
澄
は「
こ
の
道
士
は
国
の
興
廃
を
見
て
い
る
。
も
し
去
っ
て
し
ま
っ
た
ら
、
必
ず
大
乱
が
起
こ
る
だ
ろ
う
」と
言
っ
た
。
石
虎
の
世
の
末
年
、
単
道
開
は
南
方
の
許
昌（
河
南
省
許
昌
東
部
）に
行
っ
た
。
す
ぐ
に
鄴
に
は
大
乱
が
起
こ
っ
た
。
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⑧
升
平
三
年
至
京
師
、
後
至
南
海
、
入
羅
浮
山
。
独
処
茅
茨
、
蕭
然
物
外
。
年
百
余
歳
、
卒
於
山
舎
。
敕
弟
子
以
尸
置
石
穴
中
、
弟
子
乃
移
入
石
室
。
 
升
平
三
年（
三
五
九
）に（
東
晋
の
）都（
建
康
。
江
蘇
省
南
京
）に
行
き
、
そ
の
後
、
南
海（
広
東
省
広
州
）に
至
り
、
羅
浮
山
に
入
っ
た
。
独
り
茅
と
茨
の
葺
い
た
庵
に
住
み
、
ひ
っ
そ
り
と
俗
世
か
ら
離
れ
て
暮
ら
し
て
い
た
。
百
余
歳
の
時
に
山
の
庵
で
亡
く
な
っ
た
。
弟
子
に
尸
を
石
穴
の
中
に
置
く
よ
う
に
と
言
っ
た
の
で
、
弟
子
が
直
ち
に
彼
の
遺
体
を
石
室
に
移
し
た
。
⑨
陳
郡
袁
宏
為
南
海
太
守
、
与
弟
穎
叔
及
沙
門
支
法
防
共
登
羅
浮
山
、
至
石
室
口
。
見
道
開
形
骸
如
生
、
香
火
瓦
器
猶
存
。
宏
曰「
法
師
業
行
殊
群
、
正
当
如
蝉
蛻
耳
」。
乃
為
之
賛
云
。
 
陳
郡（
河
南
省
太
康
）の
袁
宏
が
南
海
太
守
を
務
め
て
い
た
時
に
、
弟
の
穎
叔
と
沙
門
の
支
法
防
と
と
も
に
羅
浮
山
に
登
っ
て
石
室
の
入
り
口
に
辿
り
着
い
た
。
ま
る
で
生
き
て
い
る
よ
う
な
単
道
開
の
亡
骸
と
、焼
香
と
燈
明
用
の
瓦
器
が
残
っ
て
い
る
の
を
見
た
。
袁
宏
は「
法
師
の
行
い
は
普
通
の
人
々
と
違
う
。
ま
る
で
蝉
が
殻
か
ら
抜
け
出
た
よ
う
だ
」と
言
っ
た
。
そ
こ
で
賛
を
作
っ
た
の
で
あ
る
。
 　
①
②
⑤
⑦
⑧
に
つ
い
て
、
詳
し
く
見
て
い
こ
う
。
①
は
単
道
開
の
出
身
と
性
格
に
つ
い
て
述
べ
て
い
る
。「
山
居
を
好
む
」と
同
様
の
記
述
と
し
て
、『
冥
祥
記
』（『
法
苑
珠
林
』所
引
。
以
下
同
）の「
欲
窮
栖
巌
谷（
山
谷
で
の
暮
ら
し
を
突
き
詰
め
よ
う
と
す
る
）」と『
集
神
州
三
宝
感
通
録
』の「
出
家
山
居（
出
家
し
て
山
に
住
む
）」が
挙
げ
ら
れ
る
。
②
は「
一
日
七
百
里
を
行
く
」と
い
う
単
道
開
の
不
思
議
な
力
に
つ
い
て
述
べ
て
お
り
、
右
に
挙
げ
た
す
べ
て
の
資
料
で
言
及
さ
れ
て
い
る
。
⑤
は『
茶
経
』に
引
用
さ
れ
た
部
分
で
あ
る
。
前
引
の『
晋
書
』に
は「
荼
蘇
」と
あ
る
が
、『
茶
経
』で
は「
茶
蘇
」に
作
る
。「
荼
」は
中
唐
期
以
前
の
茶
の
異
名
と
し
て
知
ら
れ
て
い
る（
25
）の
で
、『
晋
書
』に
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見
え
る「
荼
蘇
」は
そ
れ
ぞ
れ「
茶
」と「
蘇
」の
こ
と
を
指
し
て
い
る
の
で
あ
れ
ば
、「
茶
」が「
荼
」の
字
と
な
っ
て
い
て
も
問
題
が
な
い（
26
）。
そ
の
ほ
か
、単
道
開
が
服
用
す
る
も
の
に
つ
い
て
、『
晋
書
』で
は「
細
石
子
」と「
松
」「
蜜
」「
姜
」「
桂
」「
伏
苓
」の
匂
い
が
す
る「
鎮
守
薬
」
と
し
て
い
る
が
、『
茶
経
』で
は「
小
石
子
」と「
松
」「
桂
」「
蜜
」の
匂
い
が
す
る
薬
と
な
っ
て
い
る
。『
冥
祥
記
』に
は
茶
が
見
え
ず
、「
松
脂
」「
小
石
子
」「
椒
」「
姜
」と
、「
松
脂
」「
茯
苓
」の
匂
い
が
す
る
薬
が
記
さ
れ
て
い
る
。『
高
僧
伝
』と『
集
神
州
三
宝
感
通
録
』に
も
茶
は
見
当
た
ら
ず
、『
高
僧
伝
』に
は「
栢
実
」「
松
脂
」「
細
石
子
」「
姜
」「
椒
」と
あ
り
、『
集
神
州
三
宝
感
通
録
』に
は「
松
」「
柏
」「
小
石
子
」と
あ
る
。
⑦
は
仏
図
澄
の
予
言
で
あ
る
。
こ
こ
で
仏
図
澄
は
単
道
開
を「
道
士
」と
称
し
て
い
る
が
、
単
道
開
は
い
ず
れ
の
資
料
に
お
い
て
も
西
域
の
僧
侶
と
し
て
描
写
さ
れ
て
お
り
、
前
節
に
述
べ
た
厳
密
で
は
な
い「
道
士
」と
い
う
呼
称
の
用
例
と
言
え
る
。『
高
僧
伝
』に
も
類
似
す
る
記
事
が
見
ら
れ
る
。
⑧
は
単
道
開
の
最
期
に
つ
い
て
述
べ
て
お
り
、
入
滅
の
地
は
羅
浮
山
で
あ
っ
た
こ
と
は
右
に
挙
げ
た
す
べ
て
の
資
料
に
見
ら
れ
る（
27
）。
　
単
道
開
に
関
し
て
よ
く
知
ら
れ
て
い
た
の
は
、
山
居
を
好
む
こ
と
、
服
餌
の
こ
と
、
不
思
議
な
力
を
持
つ
こ
と
で
あ
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
参
考　
 
京
都
大
学
附
属
図
書
館
谷
村
文
庫
所
蔵
伝
宋
版『
太
平
御
覧
』巻
八
七
六「
茗
」所
引『
晋
書
』
e
『
茶
経
』
d
『
集
神
州
三
宝
感
通
録
』
c
『
晋
書
』
b
『
高
僧
伝
』
a
『
冥
祥
記
』（『
法
苑
珠
林
』巻
二
七
所
収
）
附
表　
単
道
開
に
服
用
さ
れ
る
薬
品
小
石
子
・
桂
心
の
匂
い
が
す
る
も
の
・
茶
・
酥
小
石
子
と
松
・
桂
・
蜜
の
匂
い
が
す
る
薬
・
茶
・
蘇
松
・
柏
・
小
石
子
細
石
子
と
松
・
蜜
・
姜
・
桂
・
伏
苓
の
匂
い
が
す
る
鎮
守
薬
・
荼
・
蘇
栢
実
・
松
脂
・
細
石
子
・
姜
・
椒
松
脂
・
小
石
子
・
椒
・
姜
と
松
脂
・
茯
苓
の
匂
い
が
す
る
薬
― 236 ―
山
林
に
住
む
こ
と
は
、
前
章
で
考
察
し
た
仙
人
と
大
差
が
見
ら
れ
ず
、
不
思
議
な
力
を
持
つ
こ
と
も
同
様
で
あ
る
（
28
）。
ま
た
④
と
ほ
ぼ
同
じ
記
述
と
し
て
、『
高
僧
伝
』に
は「
時
楽
仙
者
多
来
諮
問
、
開
都
不
答（
当
時
、
登
仙
を
求
め
る
多
く
の
人
々
が
や
っ
て
き
て
尋
ね
た
が
、
単
道
開
は
一
切
答
え
な
か
っ
た
）」と
あ
り
、
当
時
、
単
道
開
は
優
れ
た
修
行
者
、
な
い
し
は
仙
人
と
も
見
な
さ
れ
て
い
た
の
だ
ろ
う
。
　
次
に
個
々
の
資
料
に
記
さ
れ
た
単
道
開
の
飲
食
物
（
29
）
に
つ
い
て
見
て
み
よ
う
。
細（
小
）石
子
は
ど
の
よ
う
な
物
質
な
の
か
未
詳
で
あ
る
が
、
東
晋
・
王
嘉
の『
拾
遺
記
』（『
漢
魏
叢
書
』所
収
）巻
一
〇
に
は「
仙
者
」が
蓬
莱
山
の「
細
石
」を
服
用
す
る
と
あ
る（
30
）。「
松
」に
関
す
る
薬
品
は
、『
列
仙
伝
』
に
登
場
す
る
仙
人
達
に
も
服
用
さ
れ
て
い
る
。
例
え
ば
、
松
脂
を
服
用
す
る
仇
生
、
松
実
を
服
用
す
る
偓
佺
・
赤
須
子
、
松
子
を
服
用
す
る
犢
子
、
松
葉
を
服
用
す
る
毛
女
な
ど
の
例
が
挙
げ
ら
れ
る
。『
晋
書
』『
茶
経
』『
集
神
州
三
宝
感
通
録
』に
見
え
る「
松
」は
、『
冥
祥
記
』『
高
僧
伝
』に
記
さ
れ
た「
松
脂
」の
こ
と
か
。「
蜜
」も
未
詳
で
あ
る
が
、『
神
農
本
草
経
』で
は「
石
蜜
」「
蜜
臘
」
を
仙
薬
に
相
当
す
る
上
薬
と
し
て
収
載
し
て
お
り
、
こ
れ
に
類
す
る
も
の
で
あ
ろ
う
。「
桂
」は『
列
仙
伝
』に
見
え
る
彭
祖
・
范
・
桂
父
・
谿
父
が
服
用
し
、「
伏
苓
」は
犢
子
が
服
用
し
て
い
る
。「
椒
」「
姜
」は
、『
抱
朴
子
』「
仙
薬
篇
」で
は『
孝
経
援
神
契
』を
引
用
し
、「
禦
湿（
湿
気
を
防
ぐ
）」と
い
う
効
能
を
持
つ
薬
品
と
し
て
い
る
。「
柏
」は『
高
僧
伝
』に
見
え
る
、『
神
農
本
草
経
』に
も
収
載
さ
れ
た
上
薬
の「
栢
実
」
の
こ
と
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
よ
う
に
、
単
道
開
伝
を
収
録
し
た
テ
キ
ス
ト
に
見
え
る
薬
品
の
内
容
に
は
相
違
が
あ
る
が
、
い
ず
れ
も
仙
人
・
仙
薬
と
関
わ
り
が
深
い
も
の
と
考
え
ら
れ
る
た
め
、
飲
食
物
に
お
い
て
も
、
単
道
開
は
仙
人
と
共
通
す
る
一
面
を
持
っ
て
い
る
と
言
え
よ
う
。
ま
た
、『
冥
祥
記
』や『
高
僧
伝
』に
は
言
及
の
な
い
茶
が
、
こ
う
し
た
薬
品
と
並
ん
で
現
れ
る
こ
と
は
、
そ
の
他
の
薬
品
の
よ
う
な
茶
の
仙
薬
と
し
て
の
性
質
が
唐
代
以
降
、
よ
り
強
く
認
識
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
と
推
察
さ
れ
る
。
　
こ
の
よ
う
に
、
仙
人
の
特
徴
を
持
ち
山
林
に
住
む「
道
士
」単
道
開
の
姿
は
、『
神
異
記
』に
見
え
る
山
林
と
関
わ
り
の
深
い「
道
士
」丹
丘
子
、も
し
く
は
仙
人（
と
認
識
さ
れ
る
丹
丘
子
）の
姿
と
重
な
る
部
分
が
見
出
さ
れ
る
。こ
う
し
た
単
道
開
や
丹
丘
子
の
よ
う
な
逸
話
に
よ
っ
て
、
喫
茶
に
宗
教
性
が
加
味
さ
れ
て
い
き
、
後
に「
題
未
詳
聖
教
」に
見
ら
れ
る
よ
う
な
仙
人
は
茶
を
嗜
む
と
す
る
記
述
が
な
さ
れ
る
思
想
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的
背
景
と
な
る
の
で
は
な
い
の
だ
ろ
う
か
。
ま
た
、
丹
丘
子
と
単
道
開
の
山
林
に
住
む
奇
異
な
修
行
者
の
イ
メ
ー
ジ
は
、
後
に
述
べ
る
日
本
の
仙
人
像
を
想
起
さ
せ
る
も
の
と
し
て
注
目
し
て
お
き
た
い
。
　
　
　
　
三
、
日
本
に
お
け
る
「
道
士
」
と
茶
の
認
識
　
そ
れ
で
は
、
こ
う
い
っ
た
「
道
士
」
の
喫
茶
に
関
す
る
資
料
が
日
本
に
伝
来
す
る
場
合
、
ど
の
よ
う
に
理
解
さ
れ
て
き
た
の
だ
ろ
う
か
。
以
下
、「
道
士
」の
日
本
に
お
け
る
受
容
と
、
茶
の
生
育
環
境
に
関
す
る
認
識
と
い
う
二
つ
の
側
面
か
ら
、
少
し
考
え
る
こ
と
に
し
た
い
。
　
「
道
士
」と
言
え
ば
、
淡
海
三
船（
七
二
二
～
七
八
五
）の『
唐
大
和
上
東
征
伝
』の
記
述
が
想
起
さ
れ
る
。
こ
こ
に
は
、
鑑
真（
六
八
八
～
七
六
三
）と
と
も
に
道
士
の
渡
航
を
要
求
す
る
玄
宗
皇
帝（
在
位
七
一
二
～
七
五
六
）に
、
遣
唐
使
側
が「
日
本
君
王
、
先
不
崇
道
士
法（
日
本
の
君
王
は
、
も
と
よ
り
道
士
の
法
を
尊
ば
な
い
）」（
31
）
と
応
え
た
こ
と
が
記
録
さ
れ
て
い
る
。
日
本
側
は
道
士
の
来
日
を
拒
ん
で
は
い
る
が
、
道
教
思
想
と
そ
の
根
幹
を
成
す
神
仙
思
想
は
、
そ
れ
以
前
も
そ
れ
以
降
も
日
本
文
化
の
所
々
に
見
出
し
う
る
（
32
）。
神
仙
・
道
教
思
想
が
日
本
に
伝
わ
る
際
、
そ
の
媒
介
の
一
つ
と
し
て
大
き
な
役
割
を
果
た
し
た
の
は
、
仏
教
で
あ
る
。
日
本
に
伝
来
す
る
前
に
、
神
仙
・
道
教
思
想
が
す
で
に
仏
教
に
包
摂
さ
れ
た
場
合
も
あ
れ
ば
、
日
本
本
土
で
仏
教
を
通
じ
て
伝
播
さ
れ
た
場
合
も
あ
ろ
う
。
疑
偽
経
典
の
多
く
に
は
道
教
的
要
素
が
潜
ん
で
い
る（
33
）し
、
日
本
に
伝
わ
る
仙
人
像
に
も
、
仏
教
的
な
要
素
が
強
く
見
ら
れ
る
。
大
江
匡
房（
一
〇
四
一
～
一
一
一
一
）の『
本
朝
神
仙
伝
』に
登
場
す
る
三
七
人
の
神
仙
の
大
半
は
仏
教
と
関
わ
り
を
持
つ
人
物
で
あ
る（
34
）し
、
平
安
末
期
に
編
纂
さ
れ
た
漢
和
字
書
の『
類
聚
名
義
抄
』「
仏
上
」に
も「
神
仙
ノ
イ
キ
ホ
ト
ケ
」（
35
）
と
い
う
説
明
が
見
え
て
お
り
、
仏
教
と
神
仙
思
想
の
融
合
が
窺
え
る
。『
本
朝
神
仙
伝
』な
ど
に
描
か
れ
る
神
仙
は
、
不
思
議
な
力
を
持
ち
山
に
入
る
う
え
、
霊
山
縁
起
に
も
そ
の
名
が
現
れ
る
こ
と
が
あ
る
（
36
）。
組
織
化
さ
れ
た
道
教
と
道
士
の
存
在
し
な
い
日
本
に
お
い
て
、
中
国
の
山
林
に
住
む
「
道
士
」
が
茶
を
喫
す
る
逸
話
が
伝
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来
す
る
場
合
、
仏
教
や
道
教
と
い
っ
た
宗
派
の
差
異
は
看
過
さ
れ
、
山
林
に
住
む
不
思
議
な
修
行
者
と
い
う
特
徴
が
あ
れ
ば
、
既
存
の
山
林
の
仙
人
像
と
習
合
し
、「
仙
人
」の
喫
茶
と
理
解
さ
れ
て
い
た
と
考
え
う
る
の
で
あ
る
。
　
茶
の
生
育
環
境
に
つ
い
て
、ど
の
よ
う
に
認
識
さ
れ
て
い
た
か
に
つ
い
て
も
考
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
前
掲『
神
異
記
』に
虞
洪
が「
山
に
入
り
茗
を
採
」り
、
丹
丘
子
が「
山
中
に
大
茗
有
」る
と
発
言
し
て
い
る
よ
う
に
、
ま
た
同
じ『
茶
経
』巻
下「
七
之
事
」所
引『
続
捜
神
記
』
に
晋
武
帝（
司
馬
炎
。
在
位
二
六
五
～
二
八
九
）の
時
、
宣
城（
安
徽
省
宣
城
）の
秦
精
が「
常
入
武
昌
山
採
茗（
か
つ
て
武
昌
山（
湖
北
省
鄂
城
南
部
）
に
入
り
、
茗
を
採
っ
た
）」
と
あ
る
よ
う
に
、
中
国
で
は
早
く
か
ら
、
茶
は
山
林
に
自
生
す
る
も
の
と
認
識
さ
れ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。
し
か
も
、
茶
は『
神
異
記
』に
お
い
て
瀑
布
山
の
丹
丘
子
、『
続
捜
神
記
』に
お
い
て
は
武
昌
山
の
身
長
一
丈
余
り
の「
毛
人
」（
茶
の
所
在
を
秦
精
に
教
え
る
者
）
と
い
う
奇
異
な
存
在
と
結
び
付
け
ら
れ
て
お
り
、
山
林
の
茶
か
ら
は
神
秘
性
な
い
し
は
仙
薬
的
な
性
格
が
想
起
さ
れ
る（
37
）。
こ
の
よ
う
な
認
識
は
、
神
仙
思
想
に
富
む
平
安
期
の
日
本
漢
詩
に
も
窺
え
る
。
例
え
ば
、
勅
撰
漢
詩
文
集『
文
華
秀
麗
集
』
と『
経
国
集
』（
38
）に
は
そ
れ
ぞ
れ「
羽
客
親
講
席
、山
精
供
茶
杯（
仙
人
が（
最
澄
の
）講
義
に
親
し
み
、山
中
の
精
霊
が
茶
杯
を
捧
げ
る
）」（
巻
中
。
嵯
峨
天
皇
御
製「
答
澄
公
奉
献
詩
」）、「
山
中
茗
、早
春
枝
…
…
飲
之
無
事
臥
白
雲
、応
知
仙
気
日
氛
氳（
山
中
の
茶
、早
春
の
枝
…
…（
茶
を
）飲
む
と（
心
が
）平
穏
に
な
り
、
ま
る
で
白
い
雲
の
中
で
寝
て
い
る
よ
う（
な
気
持
ち
）に
な
り
、
仙
人
の
気
が
日
増
し
に
溢
れ
て
い
く
の
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
）」（
巻
一
四
。
惟
氏「
和
出
雲
巨
大
守
茶
歌
」）と
あ
る
。「
答
澄
公
奉
献
詩
」の「
羽
客
」「
山
精
、
茶
杯
を
供
す
」
と
い
う
表
現
は
、
丹
丘
子
が
瀑
布
山
の
大
茗
を
虞
洪
に
与
え
、
毛
人
が
秦
精
に
武
昌
山
の
茶
樹
の
所
在
を
教
え
た
逸
話
を
彷
彿
と
さ
せ
、
「
和
出
雲
巨
大
守
茶
歌
」は
山
の
中
に
生
育
す
る
茶
か
ら
、
茶
の
仙
薬
的
な
性
格
ま
で
詠
ん
で
い
る
。
茶
樹
は
山
中
に
あ
る
と
認
識
し
て
い
た
か
ら
こ
そ
、
こ
う
し
た
表
現
が
な
さ
れ
た
は
ず
で
あ
る
。
　
山
中
に
住
む
奇
異
な
修
行
者
は
、
山
に
生
育
す
る
神
秘
的
な
茶
を
好
ん
で
飲
用
し
て
い
た
。
こ
う
い
っ
た
思
想
が
、
中
国
由
来
の
テ
キ
ス
ト
に
よ
っ
て
日
本
で
も
生
み
出
さ
れ
、「
題
未
詳
聖
教
」の「（
茶
は
）仙
人
の
翫
ぶ
所
な
り
」と
い
う
記
述
に
な
っ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
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お
わ
り
に
　
本
稿
で
は
、
山
林
と
宗
教
と
の
関
わ
り
に
注
目
し
な
が
ら
、
山
岳
信
仰
の
思
想
と
習
合
し
た
と
考
え
ら
れ
る「
題
未
詳
聖
教
」に
見
え
る
「（
茶
は
）仙
人
の
翫
ぶ
所
な
り
」と
い
う
文
言
の
思
想
的
土
台
に
つ
い
て
考
察
を
試
み
た
。
　
中
国
で
は
早
く
か
ら
、
仙
人
と
山
林
は
深
い
結
び
つ
き
を
持
つ
も
の
と
見
な
さ
れ
て
い
た
。「
仙
」と
い
う「
人
」と「
山
」か
ら
成
る
漢
字
の
成
り
立
ち
や
、
登
仙
を
目
指
す
道
士
や
不
思
議
な
力
を
持
つ
僧
侶
が
山
林
で
修
行
す
る
こ
と
、
密
教
経
典
で
は
山
林
を
住
処
と
す
る
神
通
力
を
持
つ
者
を「
仙
」と
漢
訳
す
る
こ
と
な
ど
が
、そ
の
例
と
し
て
挙
げ
ら
れ
る
。
喫
茶
文
化
史
に
お
い
て
著
名
な
丹
丘
子
と
単
道
開
も
、
山
林
に
住
む
奇
異
な
修
行
者
と
い
う
特
徴
が
強
く
描
写
さ
れ
て
お
り
、
仙
人
に
近
い
存
在
と
言
え
る
。
　
道
教
と
仏
教
の
区
別
の
曖
昧
で
あ
っ
た
日
本
に
お
い
て
は
、
丹
丘
子
と
単
道
開
の
よ
う
な「
道
士
」の
喫
茶
は
、
山
林
に
住
む
奇
異
な
修
行
者
と
い
う
特
徴
に
よ
っ
て
、
既
に
存
在
し
て
い
た
山
林
の
仙
人
像
と
習
合
し
、「
仙
人
」
の
喫
茶
と
見
な
さ
れ
て
い
た
可
能
性
が
高
い
。
ま
た
、
平
安
時
代
の
漢
詩
か
ら
は
、
中
国
と
同
様
、
茶
は
山
に
生
育
す
る
と
い
う
認
識
が
窺
え
る
。
山
林
に
自
生
し
、「
仙
気
」を
も
た
ら
す
茶
を
、
山
林
に
住
む「
仙
人
」に
飲
用
さ
れ
る
こ
と
は
、
決
し
て
連
想
し
が
た
い
も
の
で
は
な
い
。「
題
未
詳
聖
教
」に
見
え
る
茶
を
好
む
「
仙
人
」は
、「
道
士
」と
称
さ
れ
る
丹
丘
子
と
単
道
開
を
思
い
起
こ
さ
せ
う
る
存
在
な
の
か
も
し
れ
な
い
。
注（１
） 「
称
名
寺
聖
教
」に
は「
題
未
詳
聖
教
」の
他
に
二
点
の「
北
斗
」（
一
四
函
―
三
・
四
五
函
―
三
）が
あ
り
、
茶
と
仙
人
、
そ
し
て
星
を
茶
で
供
養
す
る
こ
と
に
言
及
し
て
い
る
。
茶
と
仙
人
に
つ
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ「
或
鈔
ノ
諸
聖
仙
人
皆
用
荼
汁
一（
あ
る
鈔
に
は
、
諸
々
の
聖
と
仙
人
は
み
な
荼
の
汁
を
用
い
る
と
あ
る
）」と「
或
鈔
之
諸
聖
仙
人
皆
用
茶
汁
一（
あ
る
鈔
に
は
、
諸
々
の
聖
と
仙
人
は
み
な
茶
の
汁
を
用
い
る
と
あ
る
）」と
あ
る
が
、
具
体
的
に
仙
人
が
茶
を
用
い
る
理
由
は
述
べ
ら
れ
て
い
な
い
。
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（
２
） 
拙
稿「
宗
教
思
想
史
に
見
る
仙
薬
と
し
て
の
茶（
続
編
）」（『
名
古
屋
大
学
中
国
哲
学
論
集
』第
十
七
号
、
二
〇
一
八
年
）を
参
照
。
な
お「
題
未
詳
聖
教
」
に
つ
い
て
書
か
れ
た
研
究
論
文
は
多
く
な
い
が
、
現
在
ま
で
多
く
の
展
覧
会
に
本
資
料
が
出
陳
さ
れ
て
き
た
。
そ
れ
ぞ
れ
の
展
覧
会
図
録
に
収
録
さ
れ
る
資
料
解
説
の
中
で
、
筆
者
が
注
目
し
て
い
る
の
は
、
神
奈
川
県
立
博
物
館
編
『
中
世
東
国
の
茶
―
武
家
の
都
鎌
倉
に
お
け
る
茶
の
文
化
―
』（
同
、
二
〇
一
五
年
）で
あ
る
。
詳
論
で
は
な
い
が
、
本
書
は「
題
未
詳
聖
教
」に
つ
い
て「
中
国
か
ら
仏
教
を
受
容
し
た
段
階
で
茶
は
供
物
と
な
っ
て
い
た
の
で
、
日
本
で
神
道
と
仏
教
と
山
岳
信
仰
が
混
じ
り
合
っ
た
三
宝
荒
神
を
祀
る
荒
神
供
に
も
茶
が
用
い
」
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
と
解
説
し
て
い
る
。
一
〇
二
頁
。
（
３
） 『
列
仙
伝
』
の
著
作
の
時
期
に
つ
い
て
は
、
尾
崎
正
治
・
平
木
康
平
・
大
形
徹
『
抱
朴
子
・
列
仙
伝
』（
角
川
書
店
、
一
九
八
八
年
）
一
五
一
～
一
五
二
頁
を
参
照
。
な
お
本
稿
で
は
、『
正
統
道
蔵
』所
収
本（
上
海
涵
芬
楼
線
装
本
第
一
三
八
冊
）を
テ
キ
ス
ト
と
す
る
。
（
４
） 
仙
人
と
祠
に
つ
い
て
は
、
大
形
徹「
仙
人
と
祠
―
『
列
仙
伝
』の
事
例
を
中
心
と
し
て
―
」（『
人
文
学
論
集
』第
二
〇
集
、
二
〇
〇
二
年
）に
詳
論
が
あ
り
、
参
考
と
な
る
。
（
５
） 「
僊
人
」に
つ
い
て
は
、
早
く
津
田
左
右
吉
氏
は
、（
一
）長
生
不
死
、（
二
）天
に
昇
る
と
い
う
二
点
を
僊
人
の
性
質
と
し
、
天
に
昇
る
こ
と
と
い
う「
僊
」の
意
味
は
、
不
死
な
る
僊
人
に
付
随
す
る
二
次
的
性
質
と
指
摘
し
て
い
る
。
ま
た
、
僊
人
の
多
く
が
山
に
入
り
、
山
に
住
む
と
思
わ
れ
て
い
た
と
こ
ろ
か
ら
、「
仙
」の
字
が
用
い
ら
れ
た
こ
と
に
も
言
及
し
て
い
る
。同
氏「
神
僊
思
想
の
研
究
」（『
津
田
左
右
吉
全
集
』第
一
〇
巻
所
収
、
岩
波
書
店
、
一
九
六
四
年
）一
七
三
～
一
八
五
頁
を
参
照
。
ま
た「
僊
」と「
仙
」の
字
義
と
そ
の
用
例
に
注
目
し
た
論
考
と
し
て
、
大
形
徹「
僊
」
と「
仙
」
―
神
仙
思
想
の
形
成
と
文
字
の
変
化
―
」（『
人
間
文
化
学
研
究
集
録
』十
二
号
、
二
〇
〇
二
年
）も
参
照
さ
れ
た
い
。
（
６
） 『
抱
朴
子
』に
お
け
る
名
山
と
地
仙
に
つ
い
て
は
、
村
上
嘉
実『
中
国
の
仙
人
』（
平
楽
寺
書
店
、
一
九
五
六
年
）二
四
～
四
〇
・
七
六
～
八
四
頁
に
詳
論
が
あ
り
、
参
考
と
な
る
。
（
７
） 
中
村
元『
仏
教
語
大
辞
典
』（
東
京
書
籍
株
式
会
社
、
一
九
七
五
年
）上
巻
、
一
一
頁
を
参
照
。
（
８
） 
慧
宝
に
つ
い
て
は
、
拙
訳「
釈
慧
宝
伝
」（《
続
高
僧
伝
》研
読
班「《
続
高
僧
伝
》〈
感
通
篇
〉訳
注（
四
）〈
釈
円
通
伝
〉、〈
釈
慧
宝
伝
〉、〈
釈
僧
雲
伝
〉、〈
釈
僧
遠
伝
〉」所
収
、『
古
今
論
衡
』第
三
四
期
、
二
〇
二
〇
年
）一
六
六
～
一
六
九
・
一
七
八
頁
を
参
照
。
（
９
） 
円
通
に
つ
い
て
は
、
郭
珮
君
・
李
志
鴻
・
顔
娟
英
・
許
正
弘
訳「
釈
円
通
伝
」（
注
八
所
掲
訳
注
所
収
）一
四
四
～
一
六
三
頁
を
参
照
。
（
10
） 
羅
漢（
聖
僧
）の
住
処
に
つ
い
て
は
、
劉
淑
芬「
中
国
的
聖
僧
信
仰
及
儀
式（
四
―
十
三
世
紀
）」（
第
四
届
国
際
漢
学
会
議
論
文
集『
信
仰
、
実
践
与
文
化
調
適
』所
収
、
中
央
研
究
院
、
二
〇
一
三
年
）一
六
四
～
一
六
九
頁
を
参
照
。
（
11
） 『
孔
雀
経
』の
類
本
に
つ
い
て
は
、
大
塚
伸
夫『
イ
ン
ド
初
期
密
教
成
立
過
程
の
研
究
』（
春
秋
社
、
二
〇
一
三
年
）四
一
五
～
四
一
九
頁
を
参
照
。
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（
12
） 
霊
山
縁
起
に
見
え
る
仙
人
に
つ
い
て
は
、
宮
家
準
『
霊
山
と
日
本
人
』（
講
談
社
、
二
〇
一
六
年
）
二
三
一
～
二
三
三
頁
を
参
照
。
霊
山
縁
起
に
登
場
す
る
仙
人
の
飲
食
に
つ
い
て
、例
え
ば『
金
峯
山
本
縁
起
』（『
諸
山
縁
起
』所
収
）に「
唐
国
四
十
仙
人
」の「
第
三
座
」の
（
役
）優
婆
塞
が「
松
葉
」と「
花
汁
」を
服
用
す
る
と
あ
り
、『
走
湯
山
縁
起
』巻
一
に「
松
葉
仙
」が「
松
葉
」と「
茯
苓
」を
服
用
し
て
い
る
と
あ
る
。
な
お『
諸
山
縁
起
』
は
桜
井
徳
太
郎
他
校
注『
寺
社
縁
起
』（『
日
本
思
想
大
系
』所
収
、岩
波
書
店
、一
九
七
五
年
）所
収
本
を
テ
キ
ス
ト
と
し
、『
走
湯
山
縁
起
』は『
群
書
類
従
』第
二
輯（
続
群
書
類
従
完
成
会
、
一
九
五
九
年
）所
収
本
を
テ
キ
ス
ト
と
す
る
。
（
13
） 「
題
未
詳
聖
教
」に
は「
若
无
酒
茶
可
用
一
若
皆
／
有
者
共
ニ
可
献
也（
も
し
酒
が
な
け
れ
ば
茶
を
利
用
し
て
も
良
い
。
も
し
両
方
あ
れ
ば
と
も
に
献
上
し
て
良
い
）」と
あ
る
。
（
14
） 
拙
稿「
宗
教
思
想
史
に
見
る
仙
薬
と
し
て
の
茶
」（『
名
古
屋
大
学
中
国
哲
学
論
集
』第
十
六
号
、
二
〇
一
七
年
）一
五
～
二
一
頁
を
参
照
。
（
15
） 
橋
本
素
子
氏
は
「
民
衆
へ
の
茶
の
普
及
は
、
飛
躍
的
に
生
産
地
が
拡
大
し
生
産
力
が
向
上
し
た
と
み
ら
れ
る
鎌
倉
時
代
末
期
以
降
を
待
た
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
」と
指
摘
し
て
い
る
。
同
氏「
鎌
倉
時
代
に
お
け
る
宋
式
喫
茶
文
化
の
受
容
と
展
開
に
つ
い
て
―
顕
密
寺
院
を
中
心
に
―
」（『
寧
楽
史
苑
』第
四
六
号
、
二
〇
〇
一
年
）二
七
頁
。
（
16
） 
注
一
四
所
掲
拙
稿
、
二
四
頁
注
二
二
を
参
照
。
（
17
） 
注
二
所
掲
図
録
、
一
二
・
一
〇
二
頁
を
参
照
。
（
18
） 『
茶
経
』巻
下
七
之
事
に
は「
漢
、
仙
人
丹
丘
子
、
黄
山
君（
漢
代
、
仙
人
の
丹
丘
子
と
黄
山
君
）」と
あ
る
。『
茶
経
』の
原
文
は
、
高
橋
忠
彦
・
神
津
朝
夫
編『
初
期
の
和
漢
茶
書
』所
収
、
淡
交
社
、
二
〇
一
九
年
）に
よ
る
。
以
下
同
。
（
19
） 『
三
洞
珠
嚢
』（『
正
統
道
蔵
』第
七
八
〇
～
七
八
二
冊
）巻
三「
服
食
品
」に
は「
真
誥
第
五
云
黄
山
君
訣
…
…
（『
真
誥
』第
五
に
云
う「
黄
山
君
訣
…
…
」）」（
二
一
右
）と
あ
る
。
現
行
本『
真
誥
』（
同
第
六
三
七
～
六
四
〇
册
）巻
一
〇「
協
昌
期
第
二
」に
は
類
似
す
る
内
容
が
見
ら
れ
る
が
、「
黄
山
君
訣
」は「
黄
仙
君
口
訣
」に
作
る（
二
二
左
）。
（
20
） 『
茶
経
』巻
下「
八
之
出
」に
よ
れ
ば
、瀑
布
山
は「
余
姚
県
」の「
瀑
布
泉
嶺
」に
あ
た
る
山
で
あ
る
。
瀑
布
山
と
後
述
す
る
丹
丘
と
茶
に
つ
い
て
は
、
拙
稿「
天
台
山
の
茶
と
神
仙
思
想
」（『
名
古
屋
大
学
中
国
哲
学
論
集
』第
十
一
号
、
二
〇
一
二
年
。
の
ち
、
博
士
学
位
論
文
に
加
筆
収
録
）第
二
章
を
参
照
。
（
21
） 「
飲
茶
歌
誚
崔
石
使
君
」に
は「
孰
知
茶
道
全
爾
真
、
唯
有
丹
丘
得
如
此（
誰
が
知
っ
て
い
よ
う
か
。
茶
を
飲
む
こ
と
で
あ
な
た
の
天
性
を
全
う
で
き
る
こ
と
を
。
た
だ
丹
丘
だ
け
が
そ
の
こ
と
を
会
得
し
た
）」（『
全
唐
詩
』巻
八
二
一
所
収
）と
あ
り
、「
飲
茶
歌
送
鄭
容
」に
は「
丹
丘
羽
人
軽
玉
食
、
採
茶
飲
之
生
羽
翼（
丹
丘
の
羽
人
は
贅
沢
な
美
食
を
軽
ん
じ
て
い
る
。
茶
を
採
り
、
そ
れ
を
飲
ん
で
羽
翼
が
生
じ
た
）」（
同
）と
あ
る
。
― 242 ―
（
22
） 
魏
晋
南
北
朝
時
代
の
小
説
に
お
け
る
「
道
士
」
と
い
う
語
の
用
例
に
つ
い
て
は
、
江
藍
生
『
魏
晋
南
北
朝
小
説
詞
語
匯
釈
』（
語
文
出
版
社
、
一
九
八
八
年
）四
〇
～
四
二
頁
を
参
照
。
（
23
） 『
太
平
御
覧
』巻
八
六
七「
茗
」で
は『
神
異
記
』を
王
浮
の
作
と
し
て
い
る
。
王
浮
は
、
一
般
に『
老
子
化
胡
経
』を
著
し
た
西
晋
時
代
の
道
士
と
し
て
知
ら
れ
て
い
る
。『
神
異
記
』は
散
逸
し
て
い
る
が
、『
太
平
御
覧
』巻
七
一
〇
に『
神
異
記
』の
記
事
と
し
て
三
国（
呉
）・
陳
敏
の
話
を
引
用
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、三
国
か
ら
晋
を
中
心
と
し
た
志
怪
小
説
と
推
測
さ
れ
て
い
る
。
注
一
八
所
掲『
初
期
の
和
漢
茶
書
』六
八
頁
注
一
八
を
参
照
。
（
24
） 『
楚
辞
』「
遠
遊
」に
は「
仍
羽
人
於
丹
丘
兮
、
留
不
死
之
旧
郷（
丹
丘
で
羽
人
に
随
い
、
そ
の
不
死
の
故
郷
に
留
ま
る
）」と
あ
り
、「
遊
天
台
山
賦
并
序
」（『
文
選
』巻
一
一
所
収
）に
は「
仍
羽
人
於
丹
丘
、
尋
不
死
之
福
庭（
丹
丘
で
羽
人
に
随
い
、
不
死
の
幸
せ
な
土
地
を
探
す
）」と
あ
る
。
（
25
） 
早
く
顧
炎
武（
一
六
一
三
～
一
六
八
二
）が『
唐
韻
正
』巻
四「
荼
」の
条
で
論
じ
た
よ
う
に
、「
荼
」の
字
は
中
唐
以
降「
茶
」の
字
に
変
化
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。
（
26
） 
た
だ
し『
晋
書
』に
見
え
る「
荼
蘇
」は「
荼
」と「
蘇
」と
い
う
個
別
の
も
の
で
は
な
く
、「
荼
蘇
」と
い
う
西
域
の
薬
草
や
葡
萄
の
果
汁
と
す
る
説
も
あ
る
。
そ
れ
ぞ
れ
青
木
正
児「
屠
蘇
考
」（『
中
華
名
物
考
』所
収
、
春
秋
社
、
一
九
五
九
年
）、
李
献
璋「
屠
蘇
飲
習
俗
考
」（『
東
洋
史
研
究
』第
三
四
巻
一
号
、
一
九
七
五
年
）八
二
～
八
四
頁
を
参
照
。
（
27
） 
⑨
に
つ
い
て
詳
論
し
な
い
が
、『
高
僧
伝
』
は
『
晋
書
』
に
は
見
え
な
い
康
泓
の
讃
と
東
晋
・
袁
宏
の
讃
を
収
録
し
て
い
る
。
康
泓
は
『
隋
書
』
巻
三
三「
経
籍
志
」に
著
録
さ
れ
た「
道
人
善（
単
）道
開
伝
一
巻
」の
著
者
と
し
て
知
ら
れ
て
い
る
。
袁
宏（
袁
彦
伯
）は「
羅
山
疏
」の
著
者
と
さ
れ
て
い
る
。『
太
平
御
覧
』巻
七
五
九「
甌
」所
引
の「
羅
山
疏
」に
お
い
て
も
、
善（
単
）道
開
は「
道
士
」と
称
さ
れ
て
い
る
。
（
28
） 
一
例
を
挙
げ
れ
ば
、『
列
仙
伝
』巻
下
に
は「
毛
女
」の
話
が
あ
る
。「
毛
女
者
、字
玉
姜
、在
華
陰
山
中
。
…
…
遇
道
士
谷
春
、教
食
松
葉
、遂
不
飢
寒
、
身
軽
如
飛
、
百
七
十
余
年
。
所
止
巌
中
、
有
鼓
琴
音
云
（
毛
女
、
字
は
玉
姜
、
華
陰
の
山
中
に
い
た
。
…
…
道
士
の
谷
春
に
出
会
い
、
松
葉
を
食
べ
る
こ
と
を
教
え
ら
れ
、
そ
の
ま
ま
飢
え
も
せ
ず
寒
が
り
も
せ
ず
、
身
は
飛
ぶ
よ
う
に
軽
く
な
り
、
百
七
十
余
年
を
生
き
て
い
た
。
そ
の
住
む
岩
屋
か
ら
は
、
琴
を
弾
く
音
が
聞
こ
え
て
い
た
と
い
う
）」（
七
左
～
八
右
）と
あ
る
。
山
林
に
住
む
こ
と
も
そ
う
で
あ
る
し
、「
身
軽
き
こ
と
飛
ぶ
が
如
し
」も『
冥
祥
記
』と『
集
神
州
三
宝
感
通
録
』に
見
え
る
単
道
開
の「
行
歩
如
飛（
歩
く
速
度
が
速
く
て
飛
ぶ
よ
う
で
あ
る
）」と
い
う
表
現
と
共
通
し
て
い
る
。
（
29
） 
単
道
開
が
服
用
す
る
一
部
の
薬
品
に
つ
い
て
は
、
吉
川
忠
夫
・
船
山
徹
訳『
高
僧
伝（
三
）』（
岩
波
書
店
、
二
〇
一
〇
年
）三
四
四
～
三
四
五
頁
注
三
～
注
六
を
参
照
。
（
30
） 
た
だ
し『
高
僧
伝
』の
単
道
開
伝
に
は「
山
遠
糧
粒
難
、
作
斯
断
食
計（
山
は（
町
に
）遠
く
離
れ
る
と
こ
ろ
に
あ
り
、
穀
物
を
手
に
入
れ
が
た
い
の
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で
、
断
食
の
計
画
を
立
て
た
）」と
い
う
偈
が
見
え
て
い
る
。
入
手
し
が
た
い
穀
物
の
代
わ
り
に
小
石
子
を
服
用
し
て
い
た
の
で
あ
れ
ば
、
こ
れ
は『
続
高
僧
伝
』巻
一
七「
僧
善
伝
」に
見
え
る
山
居
の
僧
善
が
穀
物
の
代
わ
り
に「
小
石
子
」を
服
用
す
る
こ
と（
五
六
九
上
）と
共
通
し
て
い
る
。
注
二
九
所
掲
書
、
三
四
五
頁
注
五
を
参
照
。
（
31
） 『
唐
大
和
上
東
征
伝
』の
原
文
は
、
蔵
中
進
編『
宝
暦
十
二
年
版
本 
唐
大
和
上
東
征
伝
』（
和
泉
書
院
、
一
九
七
九
年
）に
よ
る
。
（
32
） 
日
本
に
お
け
る
道
教
の
受
容
に
関
す
る
先
行
研
究
は
多
い
。
一
例
を
挙
げ
れ
ば
、
中
村
璋
八「
日
本
の
道
教
」（
福
井
康
順
他
監
修『
道
教
』第
三
巻
所
収
、
平
河
出
版
社
、
一
九
八
三
年
）は
時
代
別
で
日
本
に
お
け
る
道
教
の
受
容
を
概
観
し
て
お
り
、
参
考
と
な
る
。
（
33
） 
増
尾
伸
一
郎『
道
教
と
中
国
撰
述
経
典
』（
汲
古
書
院
、
二
〇
一
七
年
）一
〇
～
一
八
・
二
五
～
三
一
頁
を
参
照
。
（
34
） 『
本
朝
神
仙
伝
』は
、
川
口
久
雄
校
註『
古
本
説
話
集
』に
附
さ
れ
た『
本
朝
神
仙
伝
』（『
日
本
古
典
全
書
』所
収
、
朝
日
新
聞
社
、
一
九
七
一
年
）
を
テ
キ
ス
ト
と
す
る
。『
本
朝
神
仙
伝
』に
見
え
る
神
仙
と
仏
教
と
の
関
係
に
つ
い
て
は
、
同
書「
解
説
」三
〇
七
～
三
一
〇
頁
を
参
照
。
ま
た
同
「
解
説
」は
、山
岳
信
仰
に
関
係
す
る「
俗
聖
」（
在
俗
の
修
行
者
）も「
仏
法
者
的
な
神
仙
」に
属
す
る
と
述
べ
て
い
る
。
三
〇
九
～
三
一
〇
頁
。「
俗
聖
」は
注
一
所
掲「
北
斗
」に
見
え
る「
荼
汁（
茶
汁
）」を
用
い
る「
聖
」と
の
関
係
に
つ
い
て
は
、
今
後
検
討
し
て
い
き
た
い
。
（
35
） 『
類
聚
名
義
抄
』の
原
文
は
、
天
理
大
学
附
属
天
理
図
書
館
編『
類
聚
名
義
抄
観
智
院
本 
一 
仏
』（『
新
天
理
図
書
館
善
本
叢
書
』所
収
、
天
理
大
学
出
版
部
、
二
〇
一
八
年
）
に
よ
る
。
本
書
の
成
立
に
つ
い
て
は
、
同
『
類
聚
名
義
抄
観
智
院
本 
三 
僧
』（
同
）
所
収
大
槻
信
「『
類
聚
名
義
抄　
観
智
院
本
』解
題
」三
～
七
頁
を
参
照
。
（
36
） 
例
え
ば『
本
朝
神
仙
伝
』に
見
え
る
泰
澄
大
徳
は「
泰
澄
和
尚
伝　
白
山
縁
起
」（「
称
名
寺
聖
教
」九
九
函
―
一
四
）、
（
役
）行
者
は「
金
剛
山
縁
起
」（
同
四
一
九
函
―
二
〇
）と『
金
峯
山
本
縁
起
』（『
諸
山
縁
起
』所
収
）に
も
登
場
し
て
い
る
。
（
37
） 
山
林
の
茶
と
そ
の
仙
薬
的
な
性
格
に
つ
い
て
は
、
東
君『
茶
か
ら
茶
道
へ
』（
市
井
社
、
一
九
九
八
年
）二
一
四
～
二
二
〇
頁
を
参
照
。
（
38
） 『
文
華
秀
麗
集
』と『
経
国
集
』の
原
文
は
、
塙
保
己
一
編『
群
書
類
従
』第
八
輯（
続
群
書
類
従
完
成
会
、
一
九
六
〇
年
）に
よ
る
。
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